
(57)【要約】

【課題】従来のリーク診断システムを高精度に使用でき

るインタンク式のキャニスタモジュールを提供すること

を課題とする。

【解決手段】キャニスタモジュール１は、液体燃料を貯

留した燃料タンク１０に収納され、液体燃料を内燃機関

の燃焼室に圧送する燃料ポンプ２と、燃料ポンプ２と一

体的に配設され液体燃料が蒸発して生じた蒸発燃料を一

時的に吸着するキャニスタ３と、を備える。キャニスタ

モジュール１は、さらに、キャニスタ３を燃料タンク１

０の内部空間および外部空間から隔離して収納する隔離

ケース４を備えることを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 体 燃 料 を 貯 留 し た 燃 料 タ ン ク に 収 納 さ れ 、 該 液 体 燃 料 を 内 燃 機 関 の 燃 焼 室 に 圧 送 す る 燃
料 ポ ン プ と 、 該 燃 料 ポ ン プ と 一 体 的 に 配 設 さ れ 該 液 体 燃 料 が 蒸 発 し て 生 じ た 蒸 発 燃 料 を 一
時 的 に 吸 着 す る キ ャ ニ ス タ と 、 を 備 え て な る キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
さ ら に 、 前 記 キ ャ ニ ス タ を 前 記 燃 料 タ ン ク の 内 部 空 間 お よ び 外 部 空 間 か ら 隔 離 し て 収 納 す
る 隔 離 ケ ー ス を 備 え る こ と を 特 徴 と す る キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 燃 料 タ ン ク の 上 壁 に は 、 モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 が 開 設 さ れ 、
前 記 隔 離 ケ ー ス は 、 該 モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 を 塞 ぐ ア ッ パ ケ ー ス と 、 該 ア ッ パ ケ ー ス の 下
方 に 配 置 さ れ る ロ ア ケ ー ス と 、 を 備 え て な る 請 求 項 １ に 記 載 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル 、 よ り 詳 し く は 燃 料 タ ン ク に 収 納 さ れ た イ ン タ ン ク 式 の
キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
キ ャ ニ ス タ は 、 蒸 発 燃 料 が 大 気 中 に 放 出 さ れ る の を 抑 制 す る 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 の 一 環 を な
す 装 置 で あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 燃 料 タ ン ク 外 付 け の キ ャ ニ ス タ を 持 つ 蒸 発 燃 料
処 理 装 置 が 紹 介 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま ず 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に 、 特 許 文 献
１ に 記 載 の 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 の 概 略 図 を 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 １ ０ ０
は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ １ と エ バ ポ 通 路 １ ０ ２ と キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ と パ ー ジ 通 路 １ ０ ４ と 新 気
導 入 通 路 １ ０ ５ と を 備 え て い る 。 燃 料 タ ン ク １ ０ １ に は 、 液 体 燃 料 が 貯 留 さ れ て い る 。 エ
バ ポ 通 路 １ ０ ２ は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ １ と キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ と を 連 通 し て い る 。 エ バ ポ 通 路
１ ０ ２ の 中 程 に は 、 三 方 弁 １ ０ ６ が 介 装 さ れ て い る 。 三 方 弁 １ ０ ６ は 、 エ バ ポ 通 路 １ ０ ２
と 圧 力 セ ン サ １ ０ ７ と 内 圧 導 入 通 路 １ ０ ８ と を 、 連 結 し て い る 。 エ バ ポ 通 路 １ ０ ２ の キ ャ
ニ ス タ 側 端 に は 、 圧 力 弁 １ ０ ９ が 配 置 さ れ て い る 。 キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ 内 に は 、 活 性 炭 １ １
０ が 充 填 さ れ て い る 。 新 気 導 入 通 路 １ ０ ５ は 、 キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ と 大 気 中 （ 図 略 ） と を 連
通 し て い る 。 新 気 導 入 通 路 １ ０ ５ の キ ャ ニ ス タ 側 端 に は 、 新 気 導 入 弁 １ １ １ が 配 置 さ れ て
い る 。 パ ー ジ 通 路 １ ０ ４ は 、 キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ と 吸 気 通 路 １ １ ２ と を 連 通 し て い る 。 パ ー
ジ 通 路 １ ０ ４ の 中 程 に は 、 パ ー ジ 制 御 弁 １ １ ３ が 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 に お け る 蒸 発 燃 料 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
燃 料 タ ン ク １ ０ １ 内 の 液 体 燃 料 が 蒸 発 す る と 蒸 発 燃 料 が 発 生 す る 。 発 生 し た 蒸 発 燃 料 は 、
燃 料 タ ン ク １ ０ １ か ら 、 エ バ ポ 通 路 １ ０ ２ 、 圧 力 弁 １ ０ ９ を 介 し て 、 キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ に
流 入 す る 。 そ し て 、 活 性 炭 １ １ ０ に 一 時 的 に 吸 着 さ れ る 。 こ の 吸 着 に よ り 、 キ ャ ニ ス タ １
０ ３ か ら 、 新 気 導 入 弁 １ １ １ 、 新 気 導 入 通 路 １ ０ ５ を 介 し て 、 大 気 中 に 放 出 さ れ る 空 気 中
に 、 蒸 発 燃 料 が 混 入 す る の を 抑 制 し て い る 。 活 性 炭 １ １ ０ に 吸 着 さ れ た 蒸 発 燃 料 は 、 新 気
導 入 通 路 １ ０ ５ か ら 導 入 さ れ る 新 気 お よ び 吸 気 通 路 １ １ ２ の 負 圧 に よ り 、 キ ャ ニ ス タ １ ０
３ か ら 、 パ ー ジ 通 路 １ ０ ４ を 介 し て 、 吸 気 通 路 １ １ ２ に パ ー ジ さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ で 、 燃 料 タ ン ク １ ０ １ や キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ に 孔 な ど の リ ー ク 部 分 が 発 生 す る と 、 こ
の リ ー ク 部 分 を 介 し て 蒸 発 燃 料 が 環 境 中 に 漏 出 し て し ま う 。 そ こ で 、 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 に
は 、 リ ー ク の 有 無 を 診 断 す る リ ー ク 診 断 シ ス テ ム が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ の リ ー ク を 診 断 す る 場 合 は 、 ま ず 、 新 気 導 入 弁 １ １ １ を 閉 じ る 。 次 い で
、 三 方 弁 １ ０ ６ を 、 内 圧 導 入 通 路 １ ０ ８ と 圧 力 セ ン サ １ ０ ７ と が 連 通 す る 方 向 に 、 切 り 換
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え る 。 そ れ か ら 、 パ ー ジ 制 御 弁 １ １ ３ を 開 け る 。 パ ー ジ 制 御 弁 １ １ ３ を 開 け る と 、 吸 気 通
路 １ ０ ４ を 介 し て 、 吸 気 通 路 １ １ ２ の 負 圧 が キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ 内 に 導 入 さ れ る 。 こ れ に 対
し 、 キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ 外 は 大 気 圧 に 保 持 さ れ て い る 。 そ の 後 、 キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ 内 の 内 圧
が 目 標 圧 力 以 下 ま で 下 が っ た ら 、 パ ー ジ 制 御 弁 １ １ ３ を 閉 め る 。 こ う し て 、 キ ャ ニ ス タ １
０ ３ 内 外 に 圧 力 差 を 設 定 す る 。 そ し て 、 こ の 状 態 の ま ま 所 定 時 間 保 持 し 、 保 持 後 、 圧 力 セ
ン サ １ ０ ７ で キ ャ ニ ス タ １ ０ ３ 内 の 内 圧 を 検 出 す る 。 検 出 圧 力 が 許 容 圧 力 以 下 の 場 合 、 リ
ー ク 無 し と 判 別 す る 。 一 方 、 検 出 圧 力 が 許 容 圧 力 を 超 え る 場 合 、 リ ー ク 有 り と 判 別 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ９ ７ ４ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 － ３ 頁 、 第 ９ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ５ ９ １ ５ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 － ６ 頁 、 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ ０ － ３ １ ８ ０ ５ １ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 － ７ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 キ ャ ニ ス タ に は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 燃 料 タ ン ク 外 付 け 式 の キ ャ ニ ス タ の
他 に 、 燃 料 タ ン ク に 収 納 さ れ る イ ン タ ン ク 式 の キ ャ ニ ス タ が あ る 。 こ の イ ン タ ン ク 式 の キ
ャ ニ ス タ の 場 合 、 従 来 の リ ー ク 診 断 シ ス テ ム に よ る リ ー ク 診 断 が 困 難 で あ る 。 す な わ ち 、
キ ャ ニ ス タ は 燃 料 タ ン ク に 収 納 さ れ て い る 。 こ の た め 、 キ ャ ニ ス タ 内 と 燃 料 タ ン ク 内 と の
間 に 圧 力 差 を 設 け る こ と が 困 難 で あ る 。 し た が っ て 、 仮 に キ ャ ニ ス タ に リ ー ク 部 分 が あ っ
て も 、 こ の リ ー ク 部 分 を 検 出 す る こ と は 難 し い 。 こ の よ う に 、 圧 力 差 を 設 定 し て リ ー ク を
判 別 す る 従 来 の リ ー ク 診 断 シ ス テ ム で は 、 イ ン タ ン ク 式 の キ ャ ニ ス タ の リ ー ク の 有 無 を 判
別 す る こ と は 困 難 で あ る 。 一 方 、 例 え ば 特 許 文 献 ２ に 紹 介 さ れ て い る よ う な イ ン タ ン ク 式
キ ャ ニ ス タ 専 用 の リ ー ク 診 断 シ ス テ ム を 車 両 に 搭 載 す る 場 合 、 従 来 の 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 に
別 途 、 配 管 や バ ル ブ な ど の 部 材 を 配 置 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 の 構
造 が 複 雑 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
と こ ろ で 、 燃 料 タ ン ク 外 付 け 式 の キ ャ ニ ス タ の 中 に は 、 特 許 文 献 ３ に 紹 介 さ れ て い る キ ャ
ニ ス タ の よ う に 、 燃 料 タ ン ク の 上 壁 に 設 け ら れ た 凹 部 に 搭 載 す る タ イ プ の キ ャ ニ ス タ も あ
る 。 こ の タ イ プ の キ ャ ニ ス タ に よ る と 、 前 出 の 図 ４ に 示 す よ う な 、 従 来 の リ ー ク 診 断 シ ス
テ ム を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し な が ら 、 こ の タ イ プ の キ ャ ニ ス タ を 配 置 す る に は 、 燃 料 タ ン ク の 上 壁 に キ ャ ニ ス タ
搭 載 用 の 凹 部 を 形 成 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 燃 料 タ ン ク の 形 状 が 複 雑 化 し て し ま う
。 ま た 、 燃 料 タ ン ク は 、 車 両 構 造 物 の 間 隙 ス ペ ー ス に 配 置 さ れ る 場 合 が 多 い 。 こ の た め 、
燃 料 タ ン ク は 、 間 隙 ス ペ ー ス の 形 状 に 沿 う よ う な 形 状 に 形 づ く る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、
燃 料 タ ン ク は 形 状 選 択 の 自 由 度 が 低 い 。 し た が っ て 、 燃 料 タ ン ク の 上 壁 に 、 所 望 の 凹 部 を
形 成 す る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 凹 部 搭 載 タ イ プ の キ ャ ニ ス タ は 配 置 す る
こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 燃 料 タ ン ク の 上 壁 に キ ャ ニ ス タ 搭 載 用 の 凹 部 を 形 成 す る と 、 こ の 凹 部 に 雨 水 な ど が
滞 留 す る お そ れ が あ る 。 キ ャ ニ ス タ の リ ー ク 部 分 が 雨 水 な ど の 液 相 中 に 浸 漬 し て い る 場 合
、 キ ャ ニ ス タ 外 の 空 気 は 、 液 圧 に 打 ち 勝 た な い と 、 リ ー ク 部 分 を 介 し て キ ャ ニ ス タ 内 に 流
入 す る こ と が で き な い 。 こ の た め 、 キ ャ ニ ス タ 外 の 大 気 圧 が 、 リ ー ク 部 分 を 介 し て 、 減 圧
さ れ た キ ャ ニ ス タ 内 に 導 入 さ れ る の に 時 間 が か か る 。 し た が っ て 、 従 来 の リ ー ク 診 断 シ ス
テ ム に お い て 、 キ ャ ニ ス タ 内 を 減 圧 し た 後 所 定 時 間 保 持 し て も 、 リ ー ク が 有 る に も 拘 わ ら
ず 検 出 圧 力 が 許 容 圧 力 以 下 に 保 持 さ れ る 場 合 が 起 こ り う る 。 言 い 換 え る と 、 リ ー ク が 有 る
の に リ ー ク 無 し と 誤 診 さ れ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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こ の 問 題 を 解 決 す る た め に は 、 キ ャ ニ ス タ 内 減 圧 後 の 保 持 時 間 を 調 整 し て や れ ば よ い 。 し
か し な が ら 、 凹 部 に 雨 水 な ど が 滞 留 し て い る 場 合 お よ び 滞 留 し て い な い 場 合 の 双 方 に 対 応
で き る よ う に 保 持 時 間 を 調 整 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て 完 成 さ れ た も の で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 従 来 の リ ー
ク 診 断 シ ス テ ム を 高 精 度 に 使 用 で き る イ ン タ ン ク 式 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
（ １ ） 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル は 、 液 体 燃 料 を 貯 留 し た
燃 料 タ ン ク に 収 納 さ れ 、 該 液 体 燃 料 を 内 燃 機 関 の 燃 焼 室 に 圧 送 す る 燃 料 ポ ン プ と 、 該 燃 料
ポ ン プ と 一 体 的 に 配 設 さ れ 該 液 体 燃 料 が 蒸 発 し て 生 じ た 蒸 発 燃 料 を 一 時 的 に 吸 着 す る キ ャ
ニ ス タ と 、 を 備 え て な る キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 さ ら に 、 前 記 キ ャ ニ ス タ を 前 記
燃 料 タ ン ク の 内 部 空 間 お よ び 外 部 空 間 か ら 隔 離 し て 収 納 す る 隔 離 ケ ー ス を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
つ ま り 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル は 、 燃 料 ポ ン プ と キ ャ ニ ス タ と 隔 離 ケ ー ス と を 備
え る も の で あ る 。 隔 離 ケ ー ス は 、 キ ャ ニ ス タ を 収 納 し て い る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ ニ ス タ は
、 燃 料 タ ン ク の 内 部 空 間 お よ び 外 部 空 間 か ら 隔 離 さ れ て い る 。 こ の た め 、 例 え ば 、 隔 離 ケ
ー ス 内 で あ っ て キ ャ ニ ス タ 外 の ス ペ ー ス に 大 気 圧 を 導 入 し 、 キ ャ ニ ス タ 内 に 吸 気 負 圧 を 導
入 す れ ば 、 キ ャ ニ ス タ 内 外 に お い て 圧 力 差 を 設 定 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明
の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル に よ る と 、 イ ン タ ン ク 式 の キ ャ ニ ス タ を 備 え な が ら 、 前 出 の 図 ４
に 示 す よ う な 、 従 来 の リ ー ク 診 断 シ ス テ ム を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の
キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル を 組 み 込 ん だ 燃 料 処 理 装 置 は 、 構 造 が 単 純 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 例 え ば 、 隔 離 ケ ー ス 内 で あ っ て キ ャ ニ ス タ 外 の ス ペ ー ス に 大 気 圧 を 導 入 し 、 キ ャ
ニ ス タ 内 お よ び 燃 料 タ ン ク 内 に 吸 気 負 圧 を 導 入 す れ ば 、 キ ャ ニ ス タ 内 と 隔 離 ケ ー ス 内 、 お
よ び 燃 料 タ ン ク 内 と 隔 離 ケ ー ス 内 に お い て 、 そ れ ぞ れ 圧 力 差 を 設 定 す る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル に よ る と 、 キ ャ ニ ス タ の リ ー ク 診 断 と 燃 料 タ ン
ク の リ ー ク 診 断 と を 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 　 ま た 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル に
よ る と 、 キ ャ ニ ス タ が 燃 料 タ ン ク 内 に 収 納 さ れ て い る 。 こ の た め 、 燃 料 タ ン ク 外 部 に お け
る キ ャ ニ ス タ 搭 載 ス ペ ー ス を 省 略 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル に よ る と 、 燃 料 タ ン ク 上 壁 に 凹 部 が 形 成 さ れ て な く
て も 、 キ ャ ニ ス タ を 搭 載 す る こ と が で き る 。 言 い 換 え る と 、 あ ら ゆ る 形 状 の 燃 料 タ ン ク に
キ ャ ニ ス タ を 搭 載 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル は 、 汎 用
性 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 キ ャ ニ ス タ は 、 隔 離 ケ ー ス に よ り 、 燃 料 タ ン ク の 内 部 空 間 の み な ら ず 外 部 空 間 か ら
も 隔 離 さ れ て い る 。 こ の た め 、 隔 離 ケ ー ス 内 に 雨 水 な ど が 滞 留 す る お そ れ が 小 さ い 。 し た
が っ て 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル を 組 み 込 ん だ リ ー ク 診 断 シ ス テ ム は 、 高 精 度 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ２ ） 好 ま し く は 、 前 記 燃 料 タ ン ク の 上 壁 に は 、 モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 が 開 設 さ れ 、 前 記
隔 離 ケ ー ス は 、 該 モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 を 塞 ぐ ア ッ パ ケ ー ス と 、 該 ア ッ パ ケ ー ス の 下 方 に
配 置 さ れ る ロ ア ケ ー ス と 、 を 備 え て な る 構 成 と す る 方 が よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
つ ま り 、 本 構 成 は 、 隔 離 ケ ー ス を 、 ア ッ パ ケ ー ス と ロ ア ケ ー ス と を 含 ん で 形 成 す る も の で
あ る 。 そ し て 、 こ の 隔 離 ケ ー ス を 、 モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 を 介 し て 、 燃 料 タ ン ク に 取 り 付
け る も の で あ る 。 本 構 成 に よ る と 、 隔 離 ケ ー ス を 分 割 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 キ ャ
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ニ ス タ の 出 し 入 れ 、 メ ン テ ナ ン ス が 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 本 実 施 形 態
の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ
ュ ー ル の 軸 方 向 断 面 図 を 示 す 。 キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル １ は 、 燃 料 ポ ン プ ２ と キ ャ ニ ス タ ３
と 隔 離 ケ ー ス ４ と バ ル ブ ５ と 燃 料 フ ィ ル タ ６ と サ ブ タ ン ク ７ と 液 面 ゲ ー ジ ８ と フ ロ ー ト ９
と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
燃 料 タ ン ク １ ０ は 、 樹 脂 製 で あ っ て 箱 状 を 呈 し て い る 。 燃 料 タ ン ク １ ０ は 、 ブ ロ ー 成 形 に
よ り 作 製 さ れ て い る 。 燃 料 タ ン ク １ ０ の 上 壁 に は 、 短 筒 １ ２ が 突 設 さ れ て い る 。 短 筒 １ ２
の 内 周 側 に は 、 モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 １ １ が 開 設 さ れ て い る 。 ま た 、 短 筒 １ ２ の 外 周 面 に
は 、 ね じ 溝 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 短 筒 １ ２ の 頂 面 に は 、 短 筒 側 リ ン グ 溝 １ ４ が 凹
設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
隔 離 ケ ー ス ４ は 、 ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ と ロ ア ケ ー ス ４ １ と か ら な る 。 ロ ア ケ ー ス ４ １ は 、 樹
脂 製 で あ っ て 上 方 に 開 口 す る カ ッ プ 状 を 呈 し て い る 。 ロ ア ケ ー ス ４ １ の 開 口 端 に は 、 ロ ア
側 フ ラ ン ジ ４ ２ が 周 設 さ れ て い る 。 ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ は 、 前 記 短 筒 １ ２ の 頂 面 に 搭 載 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 ロ ア ケ ー ス ４ １ は 、 ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ が 短 筒 １ ２ の 頂 面 に 係 止 さ
れ た 状 態 で 、 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 に 収 納 さ れ て い る 。 ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ の 下 面 に は 、 ロ ア
側 リ ン グ 溝 ４ ２ ０ が 凹 設 さ れ て い る 。 ロ ア 側 リ ン グ 溝 ４ ２ ０ は 、 前 記 短 筒 側 リ ン グ 溝 １ ４
と 対 向 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら ロ ア 側 リ ン グ 溝 ４ ２ ０ と 短 筒 側 リ ン グ 溝 １ ４ と の 間 に は
、 ゴ ム 製 の ガ ス ケ ッ ト １ ５ が 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 ロ ア ケ ー ス ４ １ に は 、 小 径 円 筒 状 の バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 バ ル
ブ ハ ウ ジ ン グ ４ ３ の 側 周 壁 に は 、 蒸 発 燃 料 流 入 口 ４ ３ ０ が 穿 設 さ れ て い る 。 バ ル ブ ハ ウ ジ
ン グ ４ ３ の 上 壁 に は 、 エ バ ポ 開 口 ４ ３ １ が 穿 設 さ れ て い る 。 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ４ ３ の 底 壁
下 面 か ら は 、 金 属 製 の ロ ッ ド ４ ３ ２ が 後 述 す る サ ブ タ ン ク ７ に 向 か っ て 延 設 さ れ て い る 。
ロ ッ ド ４ ３ ２ の 下 方 部 分 外 周 面 に は 、 ば ね 用 フ ラ ン ジ ４ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 ロ ア ケ ー ス ４ １ に は 、 大 径 カ ッ プ 状 の キ ャ ニ ス タ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ が 形 成 さ れ て い る
。 キ ャ ニ ス タ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 底 壁 下 面 か ら は 、 金 属 製 の ロ ッ ド ４ ４ ０ が 後 述 す る サ ブ タ
ン ク ７ に 向 か っ て 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
液 面 ゲ ー ジ ８ は 、 キ ャ ニ ス タ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 側 周 壁 外 面 下 端 に 配 置 さ れ て い る 。 液 面 ゲ
ー ジ ８ に は 前 記 フ ロ ー ト ９ が 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 液 面 ゲ ー ジ ８ お よ び 燃 料 ポ ン プ ２ は
、 Ｅ Ｃ Ｕ （ エ ン ジ ン 制 御 ユ ニ ッ ト ） ９ ２ と 、 ケ ー ブ ル ８ ０ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
バ ル ブ ５ は 、 樹 脂 製 で あ っ て 上 端 に 突 起 を 持 つ 円 柱 状 を 呈 し て い る 。 バ ル ブ ５ は 、 前 記 バ
ル ブ ハ ウ ジ ン グ ４ ３ に 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
キ ャ ニ ス タ ３ は 、 活 性 炭 （ 図 略 ） を 収 納 し て い る 。 キ ャ ニ ス タ ３ は 、 前 記 キ ャ ニ ス タ ハ ウ
ジ ン グ ４ ４ 内 に 収 納 さ れ て い る 。 キ ャ ニ ス タ ３ 内 部 と エ バ ポ 開 口 ４ ３ １ と は 、 エ バ ポ 通 路
３ ０ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 キ ャ ニ ス タ ３ 内 部 と 吸 気 通 路 ９ ０ と は 、 パ ー ジ 通 路 ３ １ に よ
り 接 続 さ れ て い る 。 パ ー ジ 通 路 ３ １ の 吸 気 通 路 側 端 に は 、 パ ー ジ 制 御 弁 ３ １ ０ が 配 置 さ れ
て い る 。 キ ャ ニ ス タ ３ 内 部 と 大 気 中 ９ １ と は 、 新 気 導 入 通 路 ３ ２ に よ り 接 続 さ れ て い る 。
新 気 導 入 通 路 ３ ２ の キ ャ ニ ス タ 側 端 に は 、 新 気 導 入 弁 ３ ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 新
気 導 入 弁 ３ ２ ０ 付 近 に は 、 隔 離 ケ ー ス ４ 内 に 開 口 す る オ リ フ ィ ス ３ ２ １ が 配 置 さ れ て い る
。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ は 、 樹 脂 製 で あ っ て 下 方 に 開 口 す る カ ッ プ 状 を 呈 し て い る 。 ア ッ パ ケ ー
ス ４ ０ の 開 口 端 に は 、 ア ッ パ 側 フ ラ ン ジ ４ ５ が 周 設 さ れ て い る 。 ア ッ パ 側 フ ラ ン ジ ４ ５ は
、 ガ ス ケ ッ ト ４ ５ ０ を 挟 ん で 、 ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ の 頂 面 に 搭 載 さ れ て い る 。 す な わ ち 、
ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ は 、 ロ ア ケ ー ス ４ １ の 上 方 開 口 を 覆 っ て い る 。 ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ お よ び
ロ ア ケ ー ス ４ １ の 内 周 側 に は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 部 空 間 お よ び 外 部 空 間 か ら 隔 離 さ れ た 閉
空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 パ ー ジ 通 路 ３ １ お よ び 新 気 導 入 通 路 ３ ２ お よ び ケ ー ブ ル ８ ０
は 、 ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ の 上 底 壁 を 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ の 外 周 側 に は 、 リ ン グ 部 材 １ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 リ ン グ 部 材 １ ６ は 、
樹 脂 製 で あ っ て 下 方 に 開 口 す る カ ッ プ 状 を 呈 し て い る 。 リ ン グ 部 材 １ ６ の 側 周 壁 内 面 に は
、 ね じ 溝 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 ね じ 溝 １ ７ は 、 前 記 短 筒 １ ２ の ね じ 溝 １ ３ に 螺 着 さ れ て
い る 。 こ の 螺 着 に よ り 、 ロ ア ケ ー ス ４ １ お よ び ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ に 固
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
サ ブ タ ン ク ７ は 、 樹 脂 製 で あ っ て 上 方 に 開 口 す る カ ッ プ 状 を 呈 し て い る 。 サ ブ タ ン ク ７ は
、 ロ ア ケ ー ス ４ １ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。 サ ブ タ ン ク ７ は 、 前 記 ロ ッ ド ４ ３ ２ お よ び ロ
ッ ド ４ ４ ０ を 介 し て 、 ロ ア ケ ー ス ４ １ に 連 結 さ れ て い る 。 ロ ッ ド ４ ３ ２ の ば ね 用 フ ラ ン ジ
４ ３ ３ と 、 サ ブ タ ン ク ７ 開 口 縁 と の 間 に は 、 コ イ ル ば ね ７ ０ が 介 装 さ れ て い る 。 ま た 、 ロ
ッ ド ４ ４ ０ に は 、 コ イ ル ば ね ７ １ が 環 装 さ れ て い る 。 コ イ ル ば ね ７ ０ お よ び コ イ ル ば ね ７
１ は 、 サ ブ タ ン ク ７ を 燃 料 タ ン ク １ ０ の 底 壁 上 面 に 押 し つ け て い る 。 そ し て 、 サ ブ タ ン ク
７ の 揺 動 を 規 制 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
燃 料 ポ ン プ ２ は 、 サ ブ タ ン ク ７ に 収 納 さ れ て い る 。 燃 料 ポ ン プ ２ の 吸 入 側 に は 、 サ ク シ ョ
ン フ ィ ル タ ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 燃 料 フ ィ ル タ ６ は 、 燃 料 ポ ン プ ２ の 吐 出 側 に 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 組 み 付 け 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 、 本
実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 分 解 図 を 示 す 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 キ ャ ニ ス タ 、 液
面 ゲ ー ジ 、 フ ロ ー ト 、 燃 料 ポ ン プ 、 燃 料 フ ィ ル タ 、 サ ク シ ョ ン フ ィ ル タ な ど の 部 材 は 省 略
し て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
組 み 付 け に お い て は 、 ま ず 燃 料 タ ン ク １ ０ の 短 筒 側 リ ン グ 溝 １ ４ に 、 ガ ス ケ ッ ト １ ５ を 配
置 す る 。 次 い で 、 予 め キ ャ ニ ス タ 、 液 面 ゲ ー ジ 、 フ ロ ー ト 、 燃 料 ポ ン プ 、 燃 料 フ ィ ル タ 、
サ ク シ ョ ン フ ィ ル タ 、 バ ル ブ が 搭 載 さ れ た ロ ア ケ ー ス ４ １ を モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 １ １ に
挿 入 す る 。 そ し て 、 ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ の 下 面 を 短 筒 １ ２ の 頂 面 に 当 接 さ せ る 。 こ の と き
、 ガ ス ケ ッ ト １ ５ は 、 短 筒 側 リ ン グ 溝 １ ４ と 、 ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ 下 面 の ロ ア 側 リ ン グ 溝
（ 図 略 ） と 、 の 間 で 挟 持 さ れ る 。 そ れ か ら 、 ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ の 上 面 に ガ ス ケ ッ ト ４ ５
０ を 載 置 す る 。 そ の 後 、 ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ を 、 ア ッ パ 側 フ ラ ン ジ ４ ５ 下 面 が ガ ス ケ ッ ト ４
５ ０ を 介 し て ロ ア 側 フ ラ ン ジ ４ ２ 上 面 と 当 接 す る よ う に 、 ロ ア ケ ー ス ４ １ の 上 方 に 搭 載 す
る 。 続 い て 、 ア ッ パ 側 フ ラ ン ジ ４ ５ の 外 周 側 に 、 リ ン グ 部 材 １ ６ を 環 装 す る 。 最 後 に 、 リ
ン グ 部 材 １ ６ 内 周 面 の ね じ 溝 １ ７ と 、 短 筒 １ ２ 外 周 面 の ね じ 溝 １ ３ と 、 を 噛 み 合 わ せ 、 リ
ン グ 部 材 １ ６ を 回 転 さ せ る 。 す な わ ち 、 リ ン グ 部 材 １ ６ を 燃 料 タ ン ク １ ０ に 螺 着 す る 。 こ
の よ う に し て 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル は 組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル が 組 み 込 ま れ た 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 に お け る 蒸 発
燃 料 の 流 れ に つ い て 、 前 出 の 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 の 液 体 燃 料 が 蒸 発
す る と 蒸 発 燃 料 が 発 生 す る 。 発 生 し た 蒸 発 燃 料 は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ か ら 、 蒸 発 燃 料 流 入 口
４ ３ ０ 、 エ バ ポ 開 口 ４ ３ １ 、 エ バ ポ 通 路 ３ ０ を 介 し て 、 キ ャ ニ ス タ ３ に 流 入 す る 。 そ し て
、 活 性 炭 に 一 時 的 に 吸 着 さ れ る 。 こ の 吸 着 に よ り 、 キ ャ ニ ス タ ３ か ら 、 新 気 導 入 弁 ３ ２ ０
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、 新 気 導 入 通 路 ３ ２ を 介 し て 、 大 気 中 ９ １ に 放 出 さ れ る 空 気 中 に 、 蒸 発 燃 料 が 混 入 す る の
を 抑 制 し て い る 。 活 性 炭 に 吸 着 さ れ た 蒸 発 燃 料 は 、 新 気 導 入 通 路 ３ ２ か ら 導 入 さ れ る 新 気
お よ び 吸 気 通 路 ９ ０ の 負 圧 に よ り 、 キ ャ ニ ス タ ３ か ら 、 パ ー ジ 通 路 ３ １ 、 パ ー ジ 制 御 弁 ３
１ ０ を 介 し て 、 吸 気 通 路 ９ ０ に パ ー ジ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル が 組 み 込 ま れ た リ ー ク 診 断 シ ス テ ム に つ い て 説
明 す る 。 図 ３ に 、 リ ー ク 診 断 時 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。 な お 、 前 出 の 図 １ に 示 す 燃 料 タ
ン ク １ ０ に は 、 タ ン ク 、 キ ャ ニ ス タ 内 圧 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ （ 図 略 ） が 配 置 さ れ て い る
。 ま た 、 リ ー ク 診 断 は Ｅ Ｃ Ｕ ９ ２ に て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ス テ ッ プ １ （ 図 中 、 Ｓ １ と 略 称 す る 。 以 下 、 同 様 ） に お い て は 、 例 え ば 内 燃 機 関 （ エ ン ジ
ン ） の 運 転 状 態 な ど か ら 、 リ ー ク 診 断 の 条 件 が 成 立 し て い る か 否 か を 判 別 す る 。 ス テ ッ プ
１ の 判 別 結 果 が Ｎ Ｏ の 場 合 は 、 診 断 を 終 了 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ １ の 判 別 結 果 が Ｙ Ｅ Ｓ の
場 合 は 、 ス テ ッ プ ２ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ス テ ッ プ ２ に お い て は 、 新 気 導 入 弁 ３ ２ ０ を 閉 じ る 。 新 気 導 入 弁 ３ ２ ０ を 閉 じ る こ と に よ
り 、 キ ャ ニ ス タ ３ 内 と 大 気 中 ９ １ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る 。 た だ し 、 隔 離 ケ ー ス ４ 内 と 大 気
中 ９ １ と は 、 オ リ フ ィ ス ３ ２ １ を 介 し て 連 通 し て い る 。 こ の た め 、 隔 離 ケ ー ス ４ 内 に は 、
大 気 圧 が 導 入 さ れ て い る 。 新 気 導 入 弁 ３ ２ ０ を 閉 じ た ら 、 ス テ ッ プ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ス テ ッ プ ３ に お い て は 、 パ ー ジ 制 御 弁 ３ １ ０ を 開 け る 。 パ ー ジ 制 御 弁 ３ １ ０ を 開 け る と 、
パ ー ジ 通 路 ３ １ を 介 し て 、 吸 気 通 路 ９ ０ の 負 圧 が キ ャ ニ ス タ ３ 内 に 導 入 さ れ る 。 ま た 、 吸
気 通 路 ９ ０ の 負 圧 は 、 エ バ ポ 通 路 ３ ０ 、 エ バ ポ 開 口 ４ ３ １ 、 蒸 発 燃 料 流 入 口 ４ ３ ０ を 介 し
て 、 キ ャ ニ ス タ ３ 内 か ら 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 に も 導 入 さ れ る 。 パ ー ジ 制 御 弁 ３ １ ０ を 開 け た
ら 、 ス テ ッ プ ４ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ス テ ッ プ ４ に お い て は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ 、 キ ャ ニ ス タ ３ の 内 圧 が 目 標 圧 力 以 下 に 到 達 し た
か 否 か を 判 別 す る 。 Ｎ Ｏ の 場 合 は 、 ス テ ッ プ ９ に 進 む 。 ス テ ッ プ ９ に お い て 、 所 定 時 間 が
経 過 し て い る 場 合 は 、 ス テ ッ プ １ ０ に 進 む 。 す な わ ち 、 リ ー ク 有 り と 判 断 さ れ る 。 そ の 後
、 ス テ ッ プ １ １ に 進 み 、 車 室 の メ ー タ パ ネ ル に 配 置 さ れ た 警 告 灯 が 点 灯 さ れ 、 診 断 が 終 了
す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ ９ に お い て 、 所 定 時 間 が 経 過 し て い な い 場 合 は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ 、
キ ャ ニ ス タ ３ の 内 圧 が 目 標 圧 力 以 下 に 到 達 す る ま で 、 ス テ ッ プ ４ と ス テ ッ プ ９ と の 間 で 、
繰 り 返 し 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
一 方 、 ス テ ッ プ ４ に お い て 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 は 、 ス テ ッ プ ５ に 進 み 、 パ ー ジ 制 御 弁 ３ １ ０ を
閉 じ る 。 パ ー ジ 制 御 弁 ３ １ ０ を 閉 じ る と 、 キ ャ ニ ス タ ３ 内 お よ び 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 が 密 閉
さ れ る 。 パ ー ジ 制 御 弁 ３ １ ０ を 閉 じ た ら 、 ス テ ッ プ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ス テ ッ プ ６ に お い て 、 所 定 時 間 が 経 過 し て い る 場 合 は 、 ス テ ッ プ ７ に 進 む 。 ス テ ッ プ ７ に
お い て は 、 タ ン ク 、 キ ャ ニ ス タ 内 圧 の 検 出 値 と 、 予 め Ｅ Ｃ Ｕ ９ ２ の Ｒ Ａ Ｍ に 記 憶 さ れ た 基
準 値 と を 比 較 す る 。 比 較 の 結 果 、 検 出 値 が 基 準 値 以 下 の 場 合 は 、 ス テ ッ プ ８ に 進 む 。 す な
わ ち 、 リ ー ク 無 し と 判 断 さ れ 診 断 を 終 了 す る 。 一 方 、 検 出 値 が 基 準 値 を 超 え る 場 合 は 、 ス
テ ッ プ １ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ １ ０ に お い て は 、 大 気 圧 が 燃 料 タ ン ク １ ０ 、 キ ャ ニ ス タ ３ 内
に 漏 れ て い る と 判 断 さ れ る 。 す な わ ち 、 リ ー ク 有 り と 判 断 さ れ る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ １ １
に 進 み 、 警 告 灯 が 点 灯 さ れ 、 診 断 を 終 了 す る 。 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス
タ モ ジ ュ ー ル が 組 み 込 ま れ た リ ー ク 診 断 シ ス テ ム に お い て は 、 リ ー ク 診 断 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ
ス タ モ ジ ュ ー ル １ の キ ャ ニ ス タ ３ は 、 隔 離 ケ ー ス ４ に 収 納 さ れ て い る 。 そ し て 、 キ ャ ニ ス
タ ３ は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ の 内 部 空 間 お よ び 外 部 空 間 か ら 隔 離 さ れ て い る 。 こ の た め 、 本 実
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施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル １ に よ る と 、 イ ン タ ン ク 式 の キ ャ ニ ス タ ３ を 備 え な が ら 、
従 来 の リ ー ク 診 断 シ ス テ ム を 使 用 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス
タ モ ジ ュ ー ル １ を 組 み 込 ん だ 燃 料 処 理 装 置 は 、 構 造 が 単 純 で あ る 。 ま た 、 組 み 付 け が 簡 単
で あ り 、 製 造 コ ス ト が 低 い 。 ま た 、 キ ャ ニ ス タ ３ が 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 に 収 納 さ れ て い る た
め 、 燃 料 タ ン ク １ ０ 外 部 に お け る キ ャ ニ ス タ 搭 載 ス ペ ー ス を 省 略 化 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 キ ャ ニ ス タ ３ 内 お よ び 燃 料 タ ン ク １ ０ 内 の リ ー ク を 同 時 に 診 断
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル １ は 、 燃 料 タ ン ク 上 壁 に 凹 部 な ど の 搭 載 ス ペ ー
ス が 別 途 形 成 さ れ て な く て も 、 燃 料 タ ン ク １ ０ に 搭 載 可 能 で あ る 。 言 い 換 え る と 、 あ ら ゆ
る 形 状 の 燃 料 タ ン ク １ ０ に 搭 載 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 汎 用 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 隔 離 ケ ー ス ４ は 、 ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ と ロ ア ケ ー ス ４ １ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
こ の た め 、 隔 離 ケ ー ス ４ を 簡 単 に 分 割 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 キ ャ ニ ス タ ３ の 出
し 入 れ や メ ン テ ナ ン ス が 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 隔 離 ケ ー ス ４ は 、 燃 料 タ ン ク １ ０ の 内 部 空 間 の み な ら ず 外 部 空 間 か ら も キ ャ ニ ス タ
３ を 隔 離 し て い る 。 こ の た め 、 雨 水 な ど が 隔 離 ケ ー ス ４ 内 に 滞 留 す る お そ れ が 小 さ い 。 し
た が っ て 、 リ ー ク 診 断 シ ス テ ム を 高 精 度 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル １ は 、 燃 料 ポ ン プ ２ 、 バ ル ブ ５ 、 液 面 ゲ ー ジ ８
、 フ ロ ー ト ９ を 備 え て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 部 材 を 別 途 配 置 す る 場 合 と 比 較 し て 、
搭 載 ス ペ ー ス が 小 さ く て 済 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル １ に よ る と 、 リ ン グ 部 材 １ ６ を 短 筒 １ ２ に 螺 着
す る こ と に よ り 、 ア ッ パ ケ ー ス ４ ０ と ロ ア ケ ー ス ４ １ と の 合 体 す な わ ち 隔 離 ケ ー ス ４ の 形
成 と 、 隔 離 ケ ー ス ４ の 燃 料 タ ン ク １ ０ へ の 搭 載 と 、 を 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 こ の た め
、 組 み 付 け 工 数 が 少 な く て 済 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
以 上 、 本 発 明 の キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 実
施 の 形 態 は 上 記 形 態 に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 当 業 者 が 行 い う る 種 々 の 変 形 的 形 態
、 改 良 的 形 態 で 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル １ に バ ル ブ ５ や 液 面 ゲ ー ジ ８ や
フ ロ ー ト ９ を 搭 載 し た が 、 こ れ ら の 部 材 を 搭 載 し な い 形 態 で 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 リ ン グ 部 材 １ ６ を 短 筒 １ ２ に 螺 着 す る こ と に よ り 、 隔 離
ケ ー ス ４ の 形 成 と 、 隔 離 ケ ー ス ４ の 燃 料 タ ン ク １ ０ へ の 搭 載 と 、 を 同 時 に 行 っ た 。 し か し
な が ら 、 例 え ば 、 ま ず 隔 離 ケ ー ス ４ を 形 成 し 、 次 い で 隔 離 ケ ー ス ４ を 燃 料 タ ン ク １ ０ に 搭
載 し て も よ い 。 ま た 、 螺 着 で は な く 、 嵌 合 や 溶 着 や 接 着 な ど に よ り 、 隔 離 ケ ー ス ４ を 燃 料
タ ン ク １ ０ に 搭 載 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る と 、 従 来 の リ ー ク 診 断 シ ス テ ム を 高 精 度 に 使 用 で き る イ ン タ ン ク 式 の キ ャ ニ
ス タ モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 リ ー ク 診 断 時 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 ４ 】 従 来 の 蒸 発 燃 料 処 理 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： キ ャ ニ ス タ モ ジ ュ ー ル 、 ２ ： 燃 料 ポ ン プ 、 ２ ０ ： サ ク シ ョ ン フ ィ ル タ 、 ３ ： キ ャ ニ ス
タ 、 ３ ０ ： エ バ ポ 通 路 、 ３ １ ： パ ー ジ 通 路 、 ３ １ ０ ： パ ー ジ 制 御 弁 、 ３ ２ ： 新 気 導 入 通 路
、 ３ ２ ０ ： 新 気 導 入 弁 、 ３ ２ １ ： オ リ フ ィ ス 、 ４ ： 隔 離 ケ ー ス 、 ４ ０ ： ア ッ パ ケ ー ス 、 ４
１ ： ロ ア ケ ー ス 、 ４ ２ ： ロ ア 側 フ ラ ン ジ 、 ４ ２ ０ ： ロ ア 側 リ ン グ 溝 、 ４ ３ ： バ ル ブ ハ ウ ジ
ン グ 、 ４ ３ ０ ： 蒸 発 燃 料 流 入 口 、 ４ ３ １ ： エ バ ポ 開 口 、 ４ ３ ２ ： ロ ッ ド 、 ４ ３ ３ ： ば ね 用
フ ラ ン ジ 、 ４ ４ ： キ ャ ニ ス タ ハ ウ ジ ン グ 、 ４ ４ ０ ： ロ ッ ド 、 ４ ５ ： ア ッ パ 側 フ ラ ン ジ 、 ４
５ ０ ： ガ ス ケ ッ ト 、 ５ ： バ ル ブ 、 ６ ： 燃 料 フ ィ ル タ 、 ７ ： サ ブ タ ン ク 、 ７ ０ ： コ イ ル ば ね
、 ７ １ ： コ イ ル ば ね 、 ８ ： 液 面 ゲ ー ジ 、 ８ ０ ： ケ ー ブ ル 、 ９ ： フ ロ ー ト 、 ９ ０ ： 吸 気 通 路
、 ９ １ ： 大 気 中 、 ９ ２ ： Ｅ Ｃ Ｕ 、 １ ０ ： 燃 料 タ ン ク 、 １ １ ： モ ジ ュ ー ル 取 り 付 け 口 、 １ ２
： 短 筒 、 １ ３ ： ね じ 溝 、 １ ４ ： 短 筒 側 リ ン グ 溝 、 １ ５ ： ガ ス ケ ッ ト 、 １ ６ ： リ ン グ 部 材 、
１ ７ ： ね じ 溝 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(10) JP 2004-100514 A 2004.4.2



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｂ６０Ｋ  15/02    　　　Ｌ          　　　　　

(11) JP 2004-100514 A 2004.4.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

